
入札参加者　各位

7営設第2451号

令和7年11月28日

ＮＯ 図面番号

グラスウールt50+遮音シート+GB-Rt12.5素地と考えてください。

よろしいです。

機械室に耐震補強新設がありますが､内部仕上が不明です｡壁仕上はGB-Rt12.5 素地と考えて宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡

4

設計図書
A-304･306

2

設計図書
A-304

厨房の壁仕上がﾗﾌﾄﾝｼﾞｭﾗｸ吹付になっておりますが､耐火補強の付け柱側(合板面)の壁下地は､既存
柱側と同じﾗｽﾎﾞｰﾄﾞt7.5+ﾗｽﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃt65.5と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

5

設計図書
A-304･306

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

福岡県建築都市部営繕設備課長

新福岡県立美術館新築工事設計図書に関する質疑回答書

立札席において､内部仕上表/備考に「ﾍﾞﾝﾁ･椅子(2脚)の畳表替え」と記載されておりますが､ﾍﾞﾝﾁは改
修平面図より6帖分(特寸)と考えて宜しいでしょうか｡また椅子(2脚)の畳のｻｲｽﾞも併せて御指示下さい｡

3

設計図書
A-304･306

よろしいです。椅子は450角程度と考えてください。

別紙（詳細図31）をご参照ください。

巾５寸×３寸の長さ15ｍと考えてください。

天井伏図が不鮮明のためｶﾞﾗﾘのｻｲｽﾞが不明瞭です｡それぞれのｶﾞﾗﾘのｻｲｽﾞを御指示下さい｡

1

設計図書
A-310

土間(X1-X2通り)･立札席において､撤去･新設する地覆石のｻｲｽﾞ･範囲を御指示下さい｡



ＮＯ 図面番号

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

工事監理者と協議の上、現場にて必要と判断される場合に検討いたします。入札時はないものとして扱ってください。

A-326の手洗いカウンター断面図をご参照ください。

参考メーカーにつきましてはございませんので、適宜選定してください。

撤去・新設として考えてください。

よろしいです。

設計図書
A-325･326

男子･女子便所において､耐震補強部分に巾木新設が必要と思われますが､既存と同じ石巾木H60と考
えて宜しいでしょうか｡またその場合､石種･厚み･仕様を御指示下さい｡
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設計図書
A-325

男子･女子便所において､下記項目の仕様･詳細を御指示下さい｡
○洗面ｶｳﾝﾀｰ
○間接照明付化粧鏡
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設計図書
A-325

男子･女子便所のﾄｲﾚﾌﾞｰｽは撤去･新設ではなく､既存のﾄｲﾚﾌﾞｰｽに竹練り付けを施工すると考えて宜し
いでしょうか｡また間仕切撤去がありますので､ﾄｲﾚﾌﾞｰｽの仮撤去が必要と考えて宜しいでしょうか｡併せ
て御指示下さい｡
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設計図書
A-325

男子･女子便所及び路地便所において､床特殊左官仕上の厚みはt20と考えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡
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踏込において､耐震補強部分に新設する巾木は､木製巾木 H60+浸透性木材保護塗料と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡
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設計図書
A-325

男子･女子便所において､茶会館便所 改修ﾘｽﾄに「床下地(ALC)の更新」と記載されておりますが､撤去･
新設する範囲は既存床ﾀｲﾙ撤去と同じ青斜線の範囲と考えて宜しいでしょうか｡併せて御指示下さい｡
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設計図書
A-325

男子･女子便所において､改修後の床特殊左官仕上はALC面に直接施工すると考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡

8

設計図書
A-325

勝手口に耐震補強新設がありますが､内部仕上が不明です｡壁仕上は厨房に倣うと考えて宜しいでしょ
うか｡御指示下さい｡

6

設計図書
A-304･306

質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

よろしいです。



ＮＯ 図面番号

路地便所において､大便器撤去後の床の塞ぎ要領を御指示下さい｡
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設計図書
A-326

下記項目の仕様･ﾒｰｶｰ･品番を御指示下さい｡
○床 敷瓦(平張り) ○床 敷瓦(四半敷き) ○天井 米杉柾敷目張
○床､壁 特殊左官仕上 ○壁 京聚楽水捏ね塗
○壁 ﾗﾌﾄﾝｼﾞｭﾗｸ吹付 ○壁 湊紙 ○壁 西ﾉ内紙16

設計図書
A-304

回　　　　　　　答

木枠兼用ですので新規木枠は不要です。

周囲と同等の下地補修を施し、特殊左官仕上げとする。

適宜選定してください。

踏込において､便所詳細図(1)/踏込南面に開口枠の様な表しがありますが､WD24の木枠兼用になるの
でしょうか｡新規に木枠が必要な場合､仕様･仕上を御指示下さい｡
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設計図書
A-325

質　　　　　　　疑




